
長崎市立長浦小学校だより №５ 発行日：令和４年８月９日 

文 責：校長 椋本博志 
42 日間の夏休み、残り 22 日。児童が安全・

安心・健康に過ごせるように、保護者・地域の

皆さん、よろしくお願いします。 

 

 

夏休みの半分近くが過ぎました。新型コロナ感染症が急激に拡大し、例年になく

猛暑日が続くなど、心配な日々が続いています。しかし、児童にとっては楽しい夏

休み。どのように過ごしているのか、児童一人一人と語ってみたいと思っています。 

さて、夏休みだからこそ、できる体験・学習があると思います。「地域の人と 

ラジオ体操をする」「地域の行事に参加する」「お盆に親戚と会う」など、学期中に

はなかなかできないことをする機会が多くあります。学校では学べない大事なこと

をふるさとから学ぶよい機会です。子どもにふるさとをしっかり体験させてください。  

「ふるさと」を思い出すとき、この夏の思い出が何か心に残り、「あの時は・・・」 

と語れるような夏になるといいなぁと思います。だからといって、特別なことを 

する必要はありません。家族でふるさとについて話すとか、保護者・地域の皆さん

の小学生の頃の夏休みのことを聴かせるとか、ふるさとの食材で一緒にご飯をつくる

とか、家庭の味を伝授するとか、日頃は時間がとれなくてできなかったことを一緒

にするだけでも素敵なふるさとの夏休みの思い出になると思います。ぜひ、お願い

します。 

夏休み最初に決めていただいた「家庭でのルール」、特にメディアに関するルールは

守られているでしょうか。好きな言葉ではありませんが、「中だるみ」していないか？

今日、改めて、確認してください。 

 

 

 

 

 

ふるさとを体感する夏休みに！ 
～夏休みだからこそ、ふるさと長浦・尾戸のよさを！～ 

“家庭のルール”を決めましたか？ 守られてますか？ 

9 月の予定 ※あくまで予定です。変更もあります。ご了承ください。  


